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本
書
は
、
著
者
の
学
位
論
文
（
二
〇
一
〇
年
九
月
、
関
西
大
学
）
を
加
筆
・
修

正
の
う
え
出
版
し
た
も
の
で
、
中
世
後
期
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
政
治
史
に
関
し

て
、
歴
代
ブ
ル
ボ
ン
公
と
そ
の
諸
侯
領
の
「
国
家
的
」
発
展
の
視
点
か
ら
、

諸
侯
と
王
権
の
関
係
を
考
察
す
る
。
序
章
、
本
論
（
二
部
七
章
）、
終
章
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
 

 
序
章
で
は
、
時
代
背
景
と
主
要
先
行
研
究
の
概
観
を
通
じ
て
、
王
権
と
王

国
の
成
長
と
い
う
直
線
的
な
歴
史
像
を
、
地
方
と
り
わ
け
諸
侯
国
家
の
視
点

か
ら
見
直
す
と
い
う
目
的
の
も
と
、
冒
頭
に
述
べ
た
考
察
課
題
が
設
定
さ
れ

る
。
 

 
第
Ⅰ
部
は
、
一
四
世
紀
後
半
の
ブ
ル
ボ
ン
公
ル
イ
二
世
期
を
中
心
に
、「

ブ

ル
ボ
ン
国
家
」
の
成
立
基
盤
を
論
じ
た
三
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
で
は
、
シ

ャ
ル
ル
六
世
政
権
下
で
王
国
人
事
に
影
響
を
及
ぼ
し
え
た
公
ル
イ
を
媒
介
と

し
て
、
そ
の
臣
下
達
が
王
国
中
央
な
い
し
地
方
の
諸
官
職
に
進
出
し
た
背
景

を
明
ら
か
に
し
、
こ
う
し
た
人
の
流
れ
を
通
じ
ブ
ル
ボ
ン
国
家
が
王
国
と
繫

が
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
第
二
章
で
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
と
ブ
ル
ゴ
ー
ニ

ュ
派
の
対
立
を
軸
に
描
か
れ
が
ち
な
同
時
期
の
パ
リ
に
関
し
て
、
両
派
の
和

解
定
立
に
奔
走
し
た
ル
イ
の
動
向
を
年
代
記
を
用
い
て
論
じ
、
彼
は
国
政
運

営
上
の
バ
ラ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
と
す
る
。
第
三
章
で
は
、
ブ
ル
ボ
ン
国
家
周

辺
に
視
点
を
移
し
、
ボ
ー
ジ
ョ
レ
領
の
相
続
問
題
を
め
ぐ
る
ル
イ
と
ボ
ー
ジ

ュ
ー
卿
の
行
動
に
関
し
て
、
遺
言
書
な
ど
の
証
書
史
料
を
用
い
な
が
ら
、
地

元
貴
族
層
が
置
か
れ
た
危
機
的
状
況
な
ど
相
続
に
い
た
る
背
景
を
探
り
、
諸

侯
国
家
拡
大
を
促
し
た
地
域
的
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。
 

 
第
Ⅱ
部
は
、
シ
ャ
ル
ル
七
世
期
以
降
の
王
権
再
建
の
な
か
、
ル
イ
二
世
後

の
歴
代
公
が
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
た
か
を
扱
う
四
章
か
ら
な
る
。
第
四
章
で

は
、
ア
ラ
ス
条
約
や
パ
リ
奪
還
を
根
拠
に
「
王
権
の
確
立
」
期
と
評
価
さ
れ

る
一
四
三
〇
年
代
前
後
に
関
し
て
、
ブ
ル
ボ
ン
公
も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た

国
王
顧
問
官
の
役
割
に
注
目
す
る
。
王
国
の
財
政
お
よ
び
軍
制
の
再
建
を
目

指
す
諸
勅
令
が
発
布
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
人
物
史
的
背
景
が
、
年
代
記
史
料

を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
五
章
で
は
、
ブ
ル
ボ
ン
公
シ
ャ
ル
ル
一
世

が
中
心
と
な
っ
て
起
こ
さ
れ
た
一
四
四
〇
年
プ
ラ
グ
リ
ー
の
乱
の
意
義
に
つ

い
て
、
国
王
宮
廷
で
の
公
周
辺
の
動
向
を
改
め
て
検
討
す
る
。
反
乱
後
、
王

が
シ
ャ
ル
ル
に
与
え
た
赦
免
と
い
う
措
置
が
、
の
ち
に
ブ
ル
ボ
ン
公
家
と
そ

の
派
閥
が
王
の
勅
令
隊
に
お
い
て
昇
進
し
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
と
論
ず
る
。

第
六
章
で
は
、
ル
イ
一
一
世
王
に
対
す
る
諸
侯
同
盟
の
戦
い
で
あ
る
一
四
六

四
年
以
降
の
公
益
同
盟
戦
争
に
関
し
て
、
戦
後
の
王
と
ブ
ル
ボ
ン
公
ジ
ャ
ン

二
世
の
合
意
に
い
た
る
過
程
を
検
証
す
る
。
同
戦
争
を
通
じ
て
、
ジ
ャ
ン
が

王
か
ら
勅
令
隊
隊
長
職
と
王
国
中
・
南
部
に
お
け
る
国
王
総
代
官
の
ポ
ス
ト

を
獲
得
し
た
こ
と
に
、
著
者
は
王
と
諸
侯
に
よ
る
相
補
関
係
の
形
成
を
読
み

取
る
。
第
七
章
で
は
、
こ
う
し
て
構
築
さ
れ
た
相
補
関
係
の
そ
の
後
の
展
開

に
関
し
て
、
ブ
ル
ボ
ン
公
役
人
が
訴
え
ら
れ
、
勝
訴
し
た
一
四
八
〇
年
の
パ

リ
高
等
法
院
で
の
訴
訟
に
注
目
し
、
そ
の
意
義
を
裁
判
記
録
な
ど
か
ら
再
検
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討
す
る
。
衰
退
し
て
い
く
諸
侯
と
い
う
従
来
の
評
価
に
対
し
て
、
王
ル
イ
は
 

ブ
ル
ボ
ン
公
役
人
側
の
勝
訴
を
受
け
て
、
諸
侯
領
へ
の
影
響
力
行
使
の
限
界
 

を
認
識
し
た
と
結
論
付
け
る
。
 

 
終
章
で
は
、
ブ
ル
ボ
ン
国
家
を
は
じ
め
と
す
る
諸
侯
国
家
が
王
国
成
長
の
 

カ
ギ
を
握
っ
て
い
た
と
い
う
理
解
と
と
も
に
、
所
領
や
婚
姻
を
通
じ
て
時
に
 

王
国
外
と
も
繫
が
っ
て
い
た
そ
の
他
の
諸
侯
国
家
に
も
焦
点
を
当
て
る
こ
と
 

が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
示
さ
れ
る
。
 

 
我
が
国
の
中
世
後
期
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
史
に
偏
 

り
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
本
書
の
意
義
は
、
王
権
と
の
関
係
が
比
較
的
 

良
好
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
ブ
ル
ボ
ン
公
に
焦
点
を
当
て
、
一
四
世
紀
中
葉
か
 

ら
一
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
そ
の
王
権
と
の
関
係
変
容
を
明
ら
か
に
し
た
 

こ
と
に
あ
る
。
年
代
記
、
勅
令
、
遺
言
書
、
高
等
法
院
裁
判
記
録
な
ど
、
本
 

書
が
用
い
た
多
様
な
史
料
に
つ
い
て
、
全
体
像
の
明
示
や
引
用
が
望
ま
れ
る
 

箇
所
も
あ
っ
た
が
、
本
書
を
機
に
「
諸
侯
領
が
な
す
フ
ラ
ン
ス
」
（
L
a
 F
ra
n
ce 

d
es p

rin
cip

a
u
tés）

の
視
点
か
ら
、
王
国
の
多
元
的
構
造
の
解
明
が
進
む
こ
と
 

を
願
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
佐
藤
 
猛
）
 

 


